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	2019年度よりアリゾナ大学と京都大学はアリゾナ大学が所有管理する準閉鎖生態研究施設：バイオスフィア2において、スペースキャンプ（Space Camp at Biosphere 2: SCB2）を実施してきた。スペースキャンプは、アメリカと日本の学生が5名ずつ参加し、地球生態系の勉強をしながら、火星に人間の暮らすことのできるバイオスフィア３を設計することを目的としている。2022年2月に第4回目のSCB2をバイオスフィア2で実施する予定である。日本人学生クルー5名は、2021年5月に全国の大学か...
	バイオスフィア２では、森林実習、海洋実習、砂漠実習を行い、準閉鎖生態系と地球生態系の違いを勉強する。森林実習では、熱帯雨林施設に生えている樹木の炭素量を測定する。海洋実習では、バイオスフィア2の海洋施設の温度・塩濃度・PHなどの鉛直分布を測定する。砂漠実習では、砂漠施設の水分量の測定を行う。さらに、バイオスフィア2に設置された天体望遠鏡を使った天体実習やアマチュア無線通信施設を使った宇宙無線通信実験も行う予定である。（土井隆雄記）
	SCB2屋久島・種子島スペースキャンプ
	バイオスフィア２（B2）とは、地球生態系（バイオスフィア１- B1）に対して、隔離され独立した生態系を指し、火星を想定した地球以外の惑星環境に、地球の縮小版生態系の移転が可能か、そしてそれらを維持することが可能かに主眼が置かれている。コロナ禍に対応するため2020年度に始まったSCB2の国内実習は、B2での実施内容と双璧をなす形で、地球およびB2を構成する主要生態系（コアバイオームと称する）である海洋、森林をより深く学び、世界遺産の屋久島を準隔離生態系と見立てて共に学ぶことを主眼として実施する。
	屋久島では、森林実習にて、屋久島の山岳地域へのトレッキングを通じて屋久杉の歴史と島の生態系と人間との関わりを学ぶ。海洋実習では、島に降り注いだ雨が岩盤を通じて浸透し、短い河川から海洋に流れ出る特異な屋久島の水循環を河口での船舶による観測実習を通じて学、また屋久島の淡水海洋生態系に触れることにより、移住先惑星環境にて最大の課題となる、淡水と塩水環境とそれをとりまく生態系を学習する。さらに我が国の宇宙開発の象徴である種子島を訪問することにより、研修生たちの宇宙とのつながりを育む。(山敷庸亮記)
	研究紹介
	低重力天体での人工重力施設研究

